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シンポジウム11 

【大会長企画】始まりは地域から～地域歯科医院の挑戦～
座長：五島 朋幸（ふれあい歯科ごとう）
2023年6月18日(日) 12:40 ～ 14:10  第3会場 (3階　G304)

共催：株式会社ロッテ

【五島 朋幸先生 略歴】 

五島 朋幸（ごとう ともゆき） 

 

1991年日本歯科大学歯学部卒 

1993年日本歯科大学歯学部歯科補綴学教室第1講座助手 

1997年訪問歯科診療に取り組み始める 

2003年ふれあい歯科ごとう代表 

博士（歯学） 

 

日本歯科大学附属病院口腔リハビリテーション科臨床准教授 

東京医科歯科大学非常勤講師 

慶応義塾大学非常勤講師 

新宿食支援研究会代表 

株式会社WinWin代表取締役 

 

1997年よりラジオ番組「ドクターごとうの熱血訪問クリニック」（全国12局で放送）パーソナリティーを務め

る。 

 

【著書】 

「死ぬまで噛んで食べる 誤嚥性肺炎を防ぐ12の鉄則 」(光文社新書)、「訪問歯科ドクターごとう1: 歯医者が家に

やって来る!?」（大隅書店）、「口腔ケア○と×」（中央法規）、「愛は自転車に乗って　歯医者とスルメと情熱

と」（大隅書店）など
 

 

歯科診療所から地域に発信できることを考える
○大河 貴久1 (1. 大河歯科医院)

【略歴】 

平成23年3月　大阪歯科大学大学院歯学研究科修了 

平成27年3月　グロービス経営大学院大学修了 

平成23年10月大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座　助教 

平成28年10月大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座　大学院講師（非常勤） 

平成28年10月大河歯科医院院長 

平成30年4月京都医療技術専門学校　講師 

平成30年10月京都文化医療専門学校　講師  

令和2年4月大阪歯科大学医療保健学部　講師  

令和5年4月京都歯科衛生学院専門学校　講師  

 

日本補綴歯科学会　専門医  

日本接着歯学会　専門医  

日本口腔リハビリテーション学会　認定医  

日本摂食嚥下リハビリテーション　認定士  
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日本障害者歯科学会　認定医

 
【抄録（ Abstract）】 

訪問歯科診療に取り組みだしたのは，大学院生時代のアルバイトが始まりだった．当時は週に1度の施設訪問にて

疼痛に対する治療と歯科衛生士による口腔衛生管理に帯同したもので，やりがいを感じることは少なかった．大

学院卒業後は，大学に勤務し外来診療を行う中で患者・歯科医師間の医療情報量の格差が大きいことを痛感

し，その情報格差の是正をなんとかできないか意識するようになった．さらに祖父の亡くなる直前の七夕かざり

に『ごちそうが食べたい』と記載したのを見て，訪問歯科診療および本人の食べたいという気持ちに寄り添った

歯科診療の実施を志した． 開業を期に，地域の一資源として歯科診療所からの情報発信を行うとともに，訪問歯

科診療および地域での介護予防事業へ注力してきた．介護予防事業での講話や，行政と連携して地域の口腔体操

の考案，動画配信を通じたオーラルフレイルや食べる事に関する情報発信を行ってきている．訪問歯科診療にお

いては，地域の関連病院における NSTへの参加や，地区歯科医師会として地域の歯科訪問診療を求めている方へ

かかりつけ医や近医をつなぐ窓口の開設等を通して地域の住民や多職種の方と連携を深めている．また，地域の

一資源として，院外掲示板や子ども食堂への出張等を通して情報発信を続けている． 今後は，介護予防事業にお

いてはゲーミフィケーションによる楽しめる仕組みづくり，地域啓発では行政と連携し様々な行政のイベントと

の連携を行うことで，訪問歯科診療および口腔の健康に関する発信を行っていきたいと考えている． 歯科からの

情報発信，訪問歯科診療への取り組みについてディスカッション等を通して何かやってみようと思ってもらえる

ような時間を共有できることを願っている．


